
日時：3月19日（木）15:00-17:00

セミナー：15:00-16:00／交 流 会：16:00-17:00

会場：葉国璽交流会館（文教キャンパス）

登録フォーム： 
 https://forms.office.com/r/xRTwQCCUQv

For inquires, please send an email: yesbol.s@nagasaki-u.ac.jp 

本研究は、長崎とアフガニスタン セメイの住民における現代の放射
線リスク認識を調査し、これらの認識が数十年でどのように変化し
たか、またそれを形成した要因を評価することを目的としています。
特に、世代間のリスク認識の伝達、原爆に関連する放射線被曝に
関する一般的な理解の正確性、そして回答者の誰も直接被爆を経
験していないにもかかわらず、「ゼロを超える最小限の線量であっ
ても本質的に有害である」という信念が根強く残っていることに注目
しています。
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